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西洋の法学教育と日本の道徳教育
今年は大阪帝国大学が創立されてから満五十年になり、それを記念するための『五十年史』の編纂もすすめられている。この『紀婆』もそれを機縁として刊行されることになった。
しかし、創立当時の大阪
帝大には陸・恕の一一学部しかなく、文・法・経といった わゆる文科系学部は の萌芽さえみぜていなかった。文学部や経済学部が欠けたことについては、後日、どなたかが論ぜられるで為ろうが、本稿では、とくに、法 が欠けた事情について検討す 。法学」部の欠けた大学
4 
党員
谷
開
作
とは、商洋の大学の事情をいくらか知っている者にとっては、きわめて奇異なことである。
ヨl戸ヅパでの最も古い大学としては、
イタリ
アのサレルノとボロlニャの同大学とパリ大学の一一一つがあげられるのがつねである。そのうち、
サレルノが医科の単科大学であったのに対
し、ともに一ニ世紀に成立したといわれるボ
pi
ニャとパリの岡大学
・神学とならんで法学の教育が行なわれた。そのうち、
は文芸ハリ大学では
二二九年以後市民法の教育が禁じられ、教会法だけ
が教えられたが ボロlニャ大学 教会法と もに市民法を研究・教育する大学として名をはせ、
ヨーロッパ会閣から多くの学生を集めた。
そこで行なわれた法(解釈)
(monzaomgE
円)はスコ一ブ科学旬。間
gEW)
の影響をうけて神 的性絡を帯びたと批判されるが それでもなお、法学においては、法の論理解釈 至上の方法として採用され ことは重要である。神学が聖書に対した如くに法学は法的内に対せよ、というのは中世の
に課せられた基本命題であり、それ放に、中肢の法学
は生きた社会を研究の対象から除い け ど、それでも、権利 義務の体系の書として 法典 なかの
の解釈にきびしい訓練がつづけ
られた。
一四世紀境、ヴェニスで実際におこった事件に素材を求めた
といわ るシェイクスピアの吋ヴェニスの商人』のやま場では、賠償として求められた「胸の肉
ポンド」の概念をめぐって原告と被告が
円滑
Jうのであるが、それが法の論理を媒介として展開されていることに
誌なする必要が
φめる。そして、この訴訟に対して判決を下したポ
i
シ
ァがボロ
i
ニヤよりも少しおくれて発足したパドヴァ大学と深い関係
ハり
が
φめったことは、きわめて興味深い。わたくしは、
ロ!?に源を発し
た法学が、中世においても、論理を生命として存続したことに注目したいと思う。や て、中世的権威が失墜し、市民階設が台頭すると、市民 ちは、論理を媒介と 市民法によって取引の安全を確保しょうとしたからである。
それとくらべ、
日本の中世に、近代社会の展開に寄与しうるような
法と法学が存在していたであろうか。
『ヴェニスの商人』の事件より
も少しさきの時代になるけれど、
『沙石集』(弘安六年
i
一二八一一一、無住
円
の二「忠一一一向感ある事」に語られている訴訟の場面は、
日
本
中佐の法意識を知るために、貴重な示唆を与えているように思われる。これは、北条泰時が執様であったとき、下総のある地頭 領家の代官が年武の未進をめぐって争っ ときの模様をえがいたものであるが、双方かなり論じ合ったあと、代官が決定的な発一一一一口をし ときのこ なつぎのように述べている
ll
「領家の方に肝心の道理を申立たる時、
地頭予をはたと打ちて、一一訴時の方へ向ひて、あらまけやという時、座席の人ともはとわらひける時、泰時うちうなづきて、
いみじくまけ給
ひぬるかな。泰時御代官とし 年久しく成敗仕るに、
いまだかくの
ごとくの事承らず。あはれまけぬるときこゆる人も、
かなはぬものゆ
ぇ、ひ ことばも陳じ山中す習なるに我とまけ給へる事めづらしく侍り。:::掠状な まけ給へる卒、返々いみじく聞え侍り。正直の人にて御政しけりとて、うちなみだぐみて感じ山中されければ、笑つ 人々みなにがりてぞ見えける。:::是こそ、まけたれはこそかちたれの風情にて侍れ。されば人は道理をわきまへ、正直なるべきものなり
L
。
v」
v」
で強調さ ているのは、証拠の必要ではなく道理への服従でゐ 、論
であった。そして、その道理は、
しばしば裁くもの主観的意志を意味したのであるから、それ 存在理の展開ではなく、潔い敗北のついて論 的必然性を求めること もともと不可能であり を諜究するための研究機関の存夜を考えるこ もできなかった。そのように、道裂が尊重され、それが裁判の
にされるということは、基本
'向一日甲
f」今品、
? ? ?
日本のながい封建時代を通じて支配的であった。それが、法
学部を必ず設けた西洋中世のような大学を日本の中世の教育機関にることができなかっ 原悶であると思われる。
日本の中町では、活洋
の大学で行なわれた法学教育は行なわれず、それ かわって行なわれたのは道徳教育であった。
もちろん、
日本の封建社会の秩序も、江戸時代中期以後になればく
ずれはじめ、武士固有の道理に対抗する思想も、町人や農民 に台頭してきた。町人の思想 一つの典型を大坂に求め ことは有益で、その代表者として近松門左衛門なあげることも可能であろう。さらに下って天保八年(一八一一一七)には、大壌の乱が起こ ており、
7CηJ 伽jJ
〆hv
には緒方洪路が瓦町に適塾を開いたことも重要である。適塾だけでな
大阪における法学教育事始p d 
くいくつかの私塾が関かれたことも、町人独自の思想を形成するために大きな意味をもったのであり、そのことについてつぎのような評価を加えることができる。
ii
「上方の伝統的な奨学の思想や、パイオ
ニブ的な先取り精神や、合理主義的な行動原理や 実証的な学風が培われたのである。そうして 創意工夫・独立自営・商道一徹・積極果敢なモットーとす 上方商人道が価値あるものとして自覚されるようになり、そ が新しい時代を切りひらいて行く精神的バ
γ
クボ
lンと
なったのである
L
。
まことに、上方商人道は右のようなモットーを内
持としたも り、それは近松の作品のな でもすでにうかがうことのできるものであった。
しかし、権力との対決・自治の精神についてほとんどふれられてい
ないことも上方蕗人道 特質の一つとしてみなければならな で ろぅ。上方商人の腹のなかには権力に対する反発があったはず あそれにもかかわらず、そのことを表現しない ころにも 高 の
一聞がうかがわれる。堂島の有力な米仲間尺である升屋の天明白
(一七八四)の起詩文の第一条に「御公議様御法度之趨急度相守、尚
叉効向之様大切に可仕候」とある。こ 起詩文は、家族や使用人 対する心得を示したものであるが、そ
に御公儀様御法度の遵守す
なわち幕府の法を守ることをうたってい ことは、少なくとも丈聞では、幕藩権力体制への服従を示したもの わなければなら い。
いっても権力による締約を認めざるをえ
]??
ず、謀議権力体制の範摺内の金銭的合班主義にとどまらざるをえ かうとするならば、
~) 
_t._ 
』、ー
のね叫請女があらわれるよりさきの字保九年(一七二回)詐府
の許可をえて大坂学問所・懐徳堂が設立されたが、その玄関に翌々十
6 
一年にかかげられ
、
Bノ
に有」/~事にて候:::」と記されたことは、大坂町人の合理主義の間限界
に「学聞は忠孝を尽し、職業を勤むる等之上
を知るための示唆を与 る。そのような合理主義は金銭的 主義とはなりえても、市民が告らその制定に参加しうる法によって保障される正確 計算可能な合理主義とはなりえなかった。
つまり、
の合
封建造徳とは共存しえても、権利・義務の体系のなかに自
ハ刀な位置づける法的合理主義にはなじまなかった。
にみたように、江戸時代の大坂で、法の支配による計算可能な合
思セ一一おなみることはむずかしいことであったけれど、
しかし、それな
もたらす可能性が勝無だったわけではない。節、な改めて、その可能性をさぐってみよう。
幕末における法学教育の可能性
!大坂と江戸で
ll
江戸時代の日本には「権利」ということば、あるいはそれに相当する意味内政行をもつことばがなかっ 。そのため、明治時代に ってから、それを表現することばを苦労して見つけなければならなかった、
、ノnυ 
ということがしばしば法律学者によって指摘される。たしかに、江戸叫川代に「権利
L
ということばはなかった。しかし、それに相当するこ
とばがん点くなかったのではないように忠われる。例えば「株」という」とばは、
のやりの
と同じことばとして使うことができたので
はないかと思われる。小作株といえば他人の所有する土地で耕作する機潤だったのであり、入会や入漁の株といえば入会権や入漁権だったのである。それを商業活動がさかんであった大坂で求めることもできすこ
で、そのうち、幕府に許可された商人組織のことを株仲間刊とよ
んだことなどを一例としてあげることができるであろう。こ 場合の株は特権という意味をも が、株ということばが権利の意味をもった一例という が きるように思われる。
「株しということばのほ
?ト
とか「品川」とかいうことばも権利の意味をしばしばあらわ
したように思われる。
とくに、共有財産に対する持分権を示すために
寸分しとかっ品別」とかいったことばがしばしば用いられた。こうして
「八刀」
ということばは、明治時代に入って間もなくさか
んに用いられるようになった「権利
L
と同じような意味をもって、江
一戸時代に用いられていた。前節でのべたように、日本では全封建時代を通じて、法やの論理よりも、追川崎が
んじら守れたと思うのだけれど、
江戸時代もしだい 後期に近づく つれて、主に庶民 生活のなかで「ル本
ふれ今
iti
「分」
寸前」といったものが強く機能するようになってきた。
ただ、問題は、そう た「株」などの観念が、間もなく用いられるようになる「権利」の観念にまでよく芥悲 えたであろうか、と うことである。江戸時代にひろく使われた
などのことばが、法学の
中心概念で為る「権利
L
の体系にまで発展しえたか、どうかがつぎに
関われる重要な問題になる。明治時代になって用いられるようになった「権利」ということばが、dj円。山一いコ立門戸岡山
Mぺ
w
の翻訳語であったことはいうまでもないが、
それよ
りも川十く
E円四関門
au
ということばに接した関学者たちは、
それをどのよ
うに訳し、その内政令をどのように理解したのであろうか。
「いえかゴ、、ア」紛糾
予とギオ
tE
学者が、今日の吋権利弘ということばに相当するオランダ話のことば
これに対応する適当な日本一識がないので
tHgm
ぺ
w止な訳するに慰して、
掘った、と言われており
L
という指摘があるが、それについての事例
をてがかりとして、大反 よび日本全体における法学と法学教育のはじまりな考えてみることにしよう。まず、適熟で用いられたヅ
i
フの翻日際世討をひもといてみる必要が
ある。現在、適塾に保存され いるヅ
i
フ静香は
01Z
を欠いており、
肝心の
Eg
関門ェをみることができない。
しかし、
それを使った熟語を
みることはできる。その
例としてつぎの文章なあげることができる。
EV
四件凶伊仲ロロ門ロ〕}同円四四件。同
ya
い円四四作品四円〈
o-r
∞門コ
についてつ都ての人間の向様にしてよいという筋の事}という窓
訳がつけられている。
怠訳であるために
Ja
作コの訳がみられないこ
とは残念であるが、
のちに「自然権」や
と訳されたことばが、
ヲL
化
八一六)に
けられ天保四年(一八一三一一)に完成したヅ
i
フ
のなかにあらわれてきたことは注目されてよい。また、訳語
はまずいとしても「すべての人間
L
とか
(2一平等)とかいった
観念がみられるこ 、出怠すべきことがらである。こうしたことに塾生が凶心な一部し、研究をす めたならば、過熱一は日本における近代法学識協の坊ともなったかも知れない。
しかし、
tL
仁土、テ
C1
こ
ノ￡ん一
pyvJAA
あV
はあまり関心宏一部さ か ようである。一福沢諭吉が勺緒方の一部一風
L
のなかで「工芸技術に熱心」の見出しをつけていると
大阪"こおけるìJミ'手数符:zJ~始/ 
い?J
、丸一
ι仁主、
バコー
iJ3
ヲ正
7v
薬学・物理学・化学に深い関心な示した。そし
て、法学の研究・教育には大した関心を示さず、それについては江戸-東京主導の形をゆるすことになり、自然科学の研究・教育も江戸・東京に作られた組織的な機関にやがて歩を譲ることになった。そのことについて、福沢が同じ「緒方の塾風しのなかで「大阪書生の特色」と題してのべ いるところはきわめて興味深い。優秀な寄生が大坂を去って江戸へ集まった条件について、福沢はつぎ よう
いている。
「:::江戸と大阪と
r儲から事情が違って居る。江戸の方では開閣の
初とは云ひながら、幕府を始め諸務大名の屋敷と一五ふ者があって、四洋の新技術を求むることが広く且つ急である。従て聯かでも洋書、を併す
v」との出来る者を隠ふとか、或は鶴訳をさせれば其返礼に金
をふ
Jへるとか云ふやうな事で、品一副生悲が白から生計の道に近い。綴
都合の川氏い者になれば大名に抱へられて、昨日までの誕生が今臼は何百石の侍になったと去ふことも稀にはあった。ネ〈れに引換て大阪は丸で町人 世界で、何も武家と公ふものはない。従て砲術を泣らうと公ふ者もなければ原蓄を取調べゃうと一氏ふ者もありはせぬ。夫れゆゑ緒方の寄生が幾年勉強して何程でフイ
になっても、頓と
ないから縁を求めると云ふことにも恩
ちょい
ひ寄らぬので、然らば仰の為めに苦学するかと云へば一寸と説明は
からだどう
沿い。前途自分の身体 如 なるであらうかと考へた事もなければ実際 仕事に縁がない。名を求める気もない。名を求めるどころか、
一ぷへば世間
に忠く云はれ ばかりで、現 己に焼けに成って居る
L
。
る市一日生を支える物質的基殺が大成では弱いこと、また彼らの
問に正当な評艇が大坂では加えられないことなど、尚子問止を育てる土壌
8 
として大波が貧弱であることが指摘されている。そういえば、その福沢だけでなく、大村益次郎・佐野常民・箕作秋坪・大鳥圭介・長与専斎など錯々たる適塾出身者のほとんど 、その才能を江戸・東京でのばしたことは、大坂の学問を考える上で重要である。そして、布にあげた人たち、がそうでやめったように、適塾出身者の多くが
兵学な
どで有名になったことにも注意しておく必要がある。福沢は、
吋一同旧間同
4Ajτ
〈
の右の引用につづくところで「底師の塾であるから政治談は余
り流行せず、閣の閉鎖論を云へば悶より開国 ど 甚だしく之を争う者もなく
L
と指摘している。そのような状況のもとでは政治学や法学
がきかえるわけはなく、ヅ
l
フ辞書のなかに「自然権」
「人民
L
の文
字があって 、それが塾生によって深く探究され ことも 終わってしまった。もっとも、右にあげた のうち佐野は幕末期、
フ一ブンス
明」、戸」、、zuu
，、
LVV
ナポレオン法典の訳出にあたっていた形跡があるので、もう
少しくわしく検討する必要がある。
のちにもう一度ふれる。
右にみたような大坂での学問の状況にくらべると、
-東京マの
それはかなり兵なっていたように思われる。そのことを、ヅ
l
フ辞典
完成の時期よりもおくれ 文久
(一八六一ニ)にオランダへ渡り、法
学と政治学をブィセリツングにまなんで慶応元年(一八六五) 帰国同周助(脳同)と油仲間真一郎(葉遊)についてみてみよう。四は津和野、津出は津山の出身であるが、
の蕃所調所は二人を西洋法学に接近さ
せた。二人はオランダへ渡って東洋学者ホフマンの紹介で一フイデン大学救援のフィセリングに学ぶことになるのだが、
一八六
にホブマ
ン、ブィセリング両名、が署名したふれニ山紘一アノ没付」には、二人が学んだ治陣学五科の日本語訳がみられ
一郎問周助河殺
ヲ授ル
て興味ふかい。それによると、その五利はつぎのようになっている。
1: 
天然ノ本分
ナツウ
i
ルレグト
フォルケンレグト
民人ノ本分
Jt 
スタートレグト
???邦際ノ泣行
JI; 
JiLj 
スタ!トホイスホ ドキュンデ
経済学
JI~ 
スタチュチ
l
キ
政表学
これにみるかぎりではぷ品作コには「水分」の訳があてられている。ここにはまだ「権利」の訳語はふめらわれていないので り、その点で土、ヅ
i
ブ
みられた苦労がここでもみられたのであり、
西洋法
学へのみちはまだ可能性にとどまっていたとい なければならない。しか
L、彼らの鴎学と適塾の関学との矧には本質的な違いがあった
c
過熱いでの鈎刊でか、
化学などを主としたのに対し、間と浮
m
は法
学と政治学をまなんで締罰し、焔詞後、すぐそれの紹介をはじめたからである。
そして、鹿応二年(一八六六)にはフィセリングの『万悶公
が凶によって、
守泰四国法論』が津川によってそれぞれ訳され、
この阿古では
E円四四作コが「権…または
問問年に刊行された。
そして、
権主ふと訳されている それは、日本の社会で「権利
L
ということば
]?
、か定訂する端緒となったものであるが、同と油阿部が開成所教授であったこと、沖出の訳弐が開成所の減版であったこ が注引さ る。
つま
り、この段措になる 、問洋法学 導入が政府機関によってはからわるのであり、その点で私紘一(例えば遜数)での研究・教育は劣勢に立た
ざるなえず、江戸が法学教育の主導性なもった大きな理由の一つもそニにあったということができる(日本の法学がのちにしばしば、官僚法学とよばれるようになった端緒も、そこに求めることができるかもしれ いて間川作法を基礎とする法学教育の可能性をみるためには、外問問中本行楽
本鋤主に一一一一一口ふれておく必要がある。彼が、法政ハ して 形を っともよく整えていたナポレオン法典を幕末の日本 紹介し、少 くとも明治
a・十五年までのフランス法学流行(のちにのべるように、大阪での法
学教育もフランス法学で議を開聞けた)の一大原田山をつくったからである。だ山本は、慶応一一
A年幕府の駐仏全権公使としてフランスへ赴き、
官一十戸押川一??
くそア}に滞在したが、その滞在中の見聞を『暁窓追録』として明治二年に刊行した。
その冒頭の
(新定律議)」のなかでナポレオ
ン法品川についてふれ寸法帝ナポレオンの政令は・:・・突 驚歎欽羨に椛へざるなり}とたたえたが、日本でも同じような法政ハを作ることができるとけ十くも怠欲的なところ }みせ「治かに其の跡に就て、其の市引を私りふれば、決して為し難きこと 非らず
L
とのべている。そのあと法
山内の内山けを細川説 から、邦訳の必要につき、
つぎのように説いた。
ー!ijMmめて其の沿い一川の政治に要なるを知り、訳司をして速かに鶴訳せしめんことを欲せり。然るに其
一績の語常、所謂官間文学の類に
ヨシソル
て加を川げて質問するに非ざれば徹底明暢 五らざる処あり。仰て隠士
カ
ν
ヲシ
ブロリヘラルト学士『和春
h
に託し、予が児貞二郎を扶け功を遂げて
、ノ4マ
以って設が悶に益せ 約したりし。
ところで、右の
につづいてのべられたつぎの
に注隠したい
と思うυ!iJ1時佐賀藩の校野栄なる者彼地に夜りて湿器し、話次其
大阪にお{ナる怒ミ今井数字f'l~始.') 
の引に及ぶ。彼円十く此のおの良な知り、又共の訳の郊きを知り、大いに子が
m
心を讃し、成功の臼一部を附縮写して、其老侯に呈せんことを4凶寸
懇現せ
この佐野こそ、
かつて適塾にまなんだ佐野常民に他なら
なかった
c
佐野が、日本赤十字社の創設者であったこと、海軍創設に
尽力したこと、大蔵卿・元老説議長・秘術院一蹴問官などを燦任したことは知られているが、彼がナポレオン法山内の日本での縦受を考えていたこ あまり問題にされていない。彼が佐賀溶 山中身であったことミ〉、カ子
のちにフランス民法の翻訳に意欲を示した剖じ佐賀帯出身者で
ある寸法粥江藤一泊予とのつながりを検討する必要 ある。
し
tJ 、
し
r 
フランス民法の翻訳に向かわせたのは、佐野ではなく、同じ滞川
身の参議部品種臣の命令によって箕作麟祥が翻訳したフラ ス刑法山内にみる附洋法制の粋であったという説があ 。部聴すべき説であるといわなければならない。
しかし、江藤を動かしたのが佐野ではなかっ
たとしても、明治初年の法曹人に佐賀務出身者 きわめて多かったことを思えば、部おや大木喬在を含めて、彼らは、佐賀落 いう太い綱によって結ばれ いたように思われてならない。今後、検討をすすめなければならない問題の一つであろう。ところで、佐野常民がフランスに学び、
ナポレオン法典の日本での
縦受
'r考えていたということは、幕末の大坂における法学教育の可能
性という問題を考える上で一つの示唆を与えるよ に忠われる。
し
か
し、それはその可能性を消磁的に考えるという意味にお る
c
つまり、
のちにナポレオン法政ハの継受を考えた佐野のような人が適熟
に支なんでいた。
しかし、彼が適塾でまなんだのは、化学や物加であ
Jて〉
-r 
にはなっていなかった。そのことは、大阪におけ
10 
はその
vu法川子教育事始について考える場合、前一一要なことがらであるように思われあえ闘学を通じて凶欧の学問に窓を開いていた適塾にしてそうで>>
R4
品川MeLL
凶洋法の論間刊をまなぶ機関は、幕末の大坂ではみることがで
きなかっ
一郎沢や佐野や、さらに多くの適熟の
、学問をさら
に進めるために
へ出たことが物語っているように、大阪は学問問
ん冗・教育の
そして、法学についてい
に波してしまった。
うならば、江戸・東京でえられた 問の成果を、明治十年代になって、いれん以から導入しなければならなくなっ
東京における法学教育のはじまり
河川や津川真道が開成所教授であったこと、
津町六〈道の訳いハ
川法論[が附成所の蔵版であったことは前節でのベた。開成所 中心とする江戸での
の研究と教育は、新しい時代の学問について進む
べき
λ
ちを示したようであった。開成一附は幕府の滅亡により一時閉鎖
されたが、明治定年(一八六八)に維新政府によって開成学校と名を改めて川閉され
現明治
~1三
-医学校と合併して大宇校とな
り、同年十二月には大学南校と改称し(医学校は大学東校となる)、普通
I与
1"] 
0) 
科をおい
そして、専門を法制竹・児科・文科の一一…つにわ
け、さらに
一月には宿校に法学校を設置した(文部省達第五万)。
し
か
入学を志的一れするものが少なく、経営は安泰ではなかった。すな
わゆり、・」月には「入学之生徒住カ二十名ニ不過労共内真一一専門利ノ生
徒タルヘキ者一名ニ不過米タ専門初出キ候時機一一不
状態であった
ので
.ト先閉校
74し「他日学者之進歩一二品、
γ内ヒ吋相聞いことに決め
た(阿川翁迷第一一…号)。これにくらべ、四年七月に設抗された司法省明法察は、ぷ年七月に生徒二
O
人を集め、ツ一ブンス人アンリ・ド・リベロ
i
? ?
ルを教師におきめざましい活動をはじめ
さらに、六年五月には丈
部省官慌の外国法尚子校が設段され、
本科の股修課仰をそれぞれ
作?と川止め、本科に
-民法・向法・訴訟法・刑法・治則持法・万
同公山・性法とともに嬬馬法律・法
t民間法律などを躍修科目において
いたことが出口付される。
しかし、この丈出者の外同法学校がどれだけ
の少佐を集めたかは明らかではない。十
に路止されたところをみ
ると(文部省布迷第問号てあまり栄え 諒 は怨像できない。
それに対
た司法省仏関法律学科専門の繁栄がくら
ベし
レ〉て
，ltも
る 17) 、
7し
そ王子
の三
と月
きに
の
止命
t学
規
則
よ
る
00
名で、修業
年決之八午、フランス???
フランス人教師に教授させると決め、さか
んなところをみせている。間別法寮時代の七年一二月にはボアソナ!ドとブスケが赴任しているが、おの仏関法律学科専門の発足後間もなく、ブスケは併保されている。しかし ム
l
リーなどフランス人教師がつぎつ
ぎと赴慌し、
フランス法を素材とする法学教育がさかんに行なわれた
J
?Qυ 
ιnyL
方マ」
???
ところで、明治五年
3
二
htFT.
パい刈「従しこ吋知叩
Zγ
トゴ司、
fノトト仁
by
令
fi--
よ/刊
mr
…HhyrH/
よってみる 、彼らの出身国別の人数はつぎのようになっている。
次二
一一九人
九
人
イム
五O
人
八
人
個
人
米
一六人
?戸ト
二人
ホルトガ
λ
包刊J叩/同村
ベルギー白デネマルカ連日
人 人
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人
人
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人
回一れによって、まず第一に気がつくことはオランダ人の数が少ないことで、江戸時代にみられたオランダの影響力の減少したことが抗測さ
>?
れる(もっとも、六年七月の吋文部省術外関数附別制緩』では、主として医学を小心に、オランダ人が七人に増えている)。
つぎに、それらの人たちが、造
ルヘ
31
伊許、心トへ
ρ14
タhl
、
市川ぜい
4.LEHA
ぜ口付
にフランス人と
イギリス人、勧渋寮・
いうふうに、各省加に分れて朕われ ことが目につく。さらに丈部省のお総 外向人にアメリカ人・フランス人・ブロシア人・イギリス人・デンマーク人と 関の人がいるのは当然であ が、
珂化学と東
で間術を教えたものがブロシア人であったことにも関心がもたれる。
さらに、注意すべきことは、司法省設限後間 ないとはいえ、
ブ一フン
ス人のなかに法学者が少なく、市校教師 リベ戸
l
ル一人がいるだけ
ゼあったことである。そのことは 九年 仏国法律学科専門が開校されたあとの変化がいかに大きいかを教えるものである。すなわち、九ド十九けこま
vね民投出け昨日
d~たとされ
f;
ノ
il!!i
、:1yll:jh
一の地方放判所がおかれ、
~~ 
大阪・
1
減・長崎の間上等裁判所の管帖が定められて、裁判所の組織
いか明確にされるが、それを契機として、
フランス法を素材とする司法
百での法学教育は飛躍的にさかんになっ ゆくのである。
しかし、司
法省での法学教育がフランス法を中心に行なわれたミと、向省のお罷い救部がほとんどフランス人で占められたことなどについて 皿山は、すべてが明らかになっているわけ はない。出時の外国法のうち、
j之FI-'Zにおけ-13 渋学手交手;τj下~fì
づ
11 
一ブンス法が最も整備された法典の形をとっていたこと、
また、そのこ
とが来十中鋤笠らによって円十くから日本に知らされていたことなどを期山としてあげること できるが、そのほかに、維新政権をめぐる諸滞の動きも大きく作用したように思われる。例えば 大蔵省や内務省の要織に畿陣中や長州の出身者 ついたのに対し、そこでの出位を断念せざるをえなかった諾滞の出身者が司法省で問洋法 論却の修得に懸命になったのではないか、など こと 、これからさらに検討されなければ' らない問題であるように忠われる。そのほか、東京における法学教脊のはじまりを考えるためには、附佼
応義弘夜間法律科をはじめ、東京法学社( ちに東京法学校・和仏法律や校止をへて法政大学と る)・明治法律学校(明治大学)・東京専門学校(早稲me火予)・専修学校(専修大学)・英古利 律学校(中央大学)など、明治十作代に東京で多くの私立法律学校が設立され ことにもふれなければならないが、司法省仏国法律学科の設授とくらべる 、その は時代が下るので、別の機会をえて検討す ことにしたい。いままでのべてきたような東京ではじまった法学教脊に対して、大
較での法学教育はど ようにしてはじまったのであろうか。大阪での法学教管も、司法省ではじめられた 学教育に決定的に影響されるのだが、そのことについて 節をあらためてのべることにしよう。
四
大阪における法学教育のはじまり
第・…節でのべたとおり、適塾での学問は、医学・物理苧・化学など
自然利学は加として、法学の分野では、オランダ法を通じて西洋法の
12 
制究へとは発展しなかった。前節でのべたように、間関川や沖田真道が
し、
リ:
で
も
オランダ法学の研究はフランス法学の研究に歩を譲つ
たのであるから、全間的にみてもやむをえない大潮流であったといえるであろう
c大阪においては、幕末の関学と近代法学とは断絶した形
で明治の法学がはじまったといわなければならない。大阪でもフランス法学の影響は、司法省の法学教育を通じてあらわれるのであるが、そ ごくはじめに文部省管轄の大阪開明学校でのお似い外国人の問題 おこってい 。大阪開明学校で従米フランス人教
川州ジ・グ!ザンがやとわれていたが、大阪ではフランスに対する関心がうすいため、生徒が減少するので、同教師をやとうことをやめ生徒の多い英学教師をやとってほしいという明治四年九月九日の文部省伺が太政官に提出され、それが間年九月二十日に認められている であ????る。油部など あらわ た関学 強い影響がとまったあと、大阪でイギリスの
あらわれようとしていた。参考までにのべると、山川
]?
治八年に大阪造幣寮にやとわれたイギリス人は一一一
O
人にも及んだ。し
かし、そのころになって行な はじ た法学 研究・教育にお ては、大阪でもフラン 法が中心 すえら 。そし 、それは、司法省での法学教育が によって行な こ に決定的な影響をうけて ことであった。そのことは、け
フランス人教師が大阪上
等裁判所など 顧問教師をしていたこと、
ω
司法省明法察でボアソ
ナ
iドの教脊をうけた生徒、が評定官(のちの判事)または検事としてか
なりなタく大阪へ赴任し法学教育にたずさわった 、日開
大阪の
人がフランス法について組織的に学んだこと、の
点から少なくとも
指摘できる。
まず、二人のフランス人教師について。
ひとりはロベール・リップ
マンであり、もう一人はアルベ
i
ル・ベ
i
ネであった。
リッ。フマンに
ついては、
吋太政類胤どのなかに、明治八年九月京都・大阪・兵隊一一一
政判所顧問としてやとわれ、日中比九年十月に継続してやとわれ、十年十
>??
一月に解約されたことが記されている。もう一人のベ
i
ネについては、>? ??
アジア文化研究センター編吋資料御→経外国人』のなかに記
ュ、一千スコ述がある。それによると 以主 司法省で、大阪上等裁判所のほか大山肌・京都・神戸一一一裁判所の顧問教師であったことが紹介されている。ただ、没年 明治十 年五月
日で、病気に付依願解約が同十
月七日となっていることが不り解である。わたくしの手許に彼の
??
の本があるが それによ と、第一凶の講義が明治十一
双月八日に
行なわれ、第四
O
聞の講義が同年の十一一月四日に行なわれているので、
上記の没年は誤りだと思わ る。
その講義ではフランス民法財政編の
初五一六条から第六一一一九条までの規定がくわしく説明され おり、明治初年の大阪 法学生に大きな野 殺を与えたものと怨保される。
つぎに、司法省でボアソナ
iドらにはじめてフランス法の教育をう
けた第一期生は、前節でのべたとおり、
。人であったが、そのうち、
Hパと操(山口県)・小倉久(群馬県)・加太邦志(一一一章一県)の
人の卒業生が
ぷ定官・検事として赴任したことはき めて注目される。同じ一一円法悦例法寮で教育をうけた一た。ところ 、開法案第一期 中に大阪府出身者はひとりもおらず、
郎・藤林忠良も間もなく赴任してき
仏国法律学科の法学生徒初年第一期生一
O
一人のなかにも大阪府出
2身
はひとりもおらず、堺県土族支
mm
良一一一・永田恒三郎の二人が尽にと
>? ??
まるだけである。大阪府の人たちが法学を学んだのは、大阪の代言人が作った綴織におけるそれがはじめてであった。大甑における代言人の組織は多く、きわめて活発であった。代一万人は、制度的には、明治五年八月の司法職務定期のなかにあらわれてくるのだが、それから間もなく、大阪にも、代一一一一閃人 組織がいくつか作られた。初期に設立され 主なものと創設にたずさわった人たちの名
>?
をあげるとつぎのとおりである。
北洲本一向(北浜二丁目)
明治七年六月、寺村富栄・北間
ーャしnv
ト
志殺陣・岩神田叩・岩成涛綴
1m 
使友商社( 浜二丁目)
同七年七月、山下重成
賛成社(土佐担哀町)
11'百
年
月、小島忠県
商声社(北洲合改組)
附十一二年五月、寺村山川栄
明法館(江戸川棚上過
間十六年三月、渋川忠二郎
-M
津祐之
了
1] 
そのうち、もっとも大きな組織であった北洲本日についてだけ 少しふれておきたい。北洲舎の本舎は東京に った。高知県出身のものが中心になったらしく高知県民属 もの四人が、凶悶トザ公刊抱一泊介悶悶寺資満とともに、明治七年十月に、司法卿大木誇任 てに、創立条例や代当代一一一口規則を えて法律研究所設立願を提出した。それによると北淵舎とは、研究会が部かれる家屋のことであったが、創立条例・代主代九一一同規則は東京の本舎だけでな 大阪の支 に 適用されたので、北浜に設立された北洲舎の性格もそ によって知りうる。そのうち、代百
持15
大阪における法学教育事始13 
代守口波別のなかに「代一戸人/名祢ヲ以テ仮リ一一其臓ヲ行ヒトいけ
N権一ブ幼
引一日セス下民権ヲ保全スヘシし(第一条)とか、ヘキ尊敬ヲ
「代一…一一口人ハ裁判官一一為ス
? ?
ヲ机ミ・::」(第二条)とかの明女をみると、代ム
A一日
リ
人の仕事が官時民卑の思加のもとに行なわれた
v}とを知りうる。
また、
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大阪での法学教育がフランス法によってはじめられたことが、ここでも知られる。
この北洲社を州川しはした寺村小川栄は、
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十六年に大阪弁護士会の会
ドって同
}の寺村の経肢をみてもわかるように、
トヘパ反町ノた
;jk
J56f
一
I
ノ
は寸法省の管帖ドにありながら、大阪の財界と街蒜して活動を捌始m}ο ??小山にみたように、寸法官別法案で
んだものが大阪裁判所の評定
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や検事として赴任してきた。そして彼らが、司法省一艇 フランス人とともに明治初期の大坂での法宇数百にあたった。
しかし、大阪には、
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また、大阪には、
かつて山学教育をさかんに行なった泊以
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があったけれど、明治 なると開成学校や大学潟校にならべ れ校も設ぼされなかった。
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た広立法律学校のような私以学校もみられず、
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なって、やっと開問法律学校が開訴するにいたった。
しかし、関内法
律学校の開請は、明治十年代の終り あた ことなの 、
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わしくふれないことにしたい
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小仰にのべたように明治初年の大阪での
は、すべての同で東
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点主導・司法省支配のもとにあった、ということができる。明治前期の法学教育を支配した可法省の法学教育 さらにその根幹をなしたフ一フンス法学がもった市民法的性格について、今日においてはいろいろな批判がなされなければならないけれど、それらにつ てふれるためいは別の機会をもたなければならない。
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たる閤立の法学教育機関 がく設けら かった
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それは、
はじめとする矧科系 が半く設けられ のと対照的であった。そのことは、
っとドって昭和六年に大阪帝誠大学が設配される前後、
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i加久間川から舵出され
のなかにもまだ色濃く残って
し、
っ大阪市一一綜合大学設設一一関スル
の後半部分を
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ナク商工都市トシテノ現代人ノ教義機関一一欠クル所アルハ頗ル泣髄トスル所ナリ口 応等既設大学ヲ併セ叉高等
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ここには、安易に樹立総合大学を設女する方法だけが論じられていて、総合大学のあるべき泥想像については何も述べられていない。文化の小心ならばそ 文化を研究し教育する部門が必要であり、
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らばそれが進むべき方向やそこに生起 複雑な問題に対処しうる知識を養う経済や法律を研究する分野が必要なはずである。それにもかかわらず、
の建議案血出足では、もっぱら理工部門の充実だけをう
ったえている。
っと古く、適数の州代にも法学の研究・教育が勃山県
しなかったことは第二郎でふれた。その時代にみられた大阪の学問の限界は、帝国大学設立当時にもみ れ
それでは、現在の大阪に、
礼礼会やしえ化に関する学問を深く愛し育てる心が だろうか。
かって
の大阪の学問の燦史止を検討したものには、そうした現在の問題 緊急の課題としてせまってくるのである
註たとえば、
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ハスキンズ者青木・三浦訳『大学のね叫淑』(…九七
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法律文化社)八
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ニムハ一氏参照。
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英生武夫「法律解釈学の神学位はいかにして始ったか」(『法の変動』
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一九三七、岩波設店、所収)参照。
3
岩波文郎本の中野好夫氏の解説参照。
4
ハスキンズ、前掲設、一七京。
5
笠原宏受『日本中町法史論』(一九七九、~東京大学出版会)の第一市とくに一入頁以下参照
0
6
梅渓外・脇悶修・作送洋太郎「近位大坂における学問の特質一(『大収の学問』|一九八
O、大阪大学)一
O頁(作道氏執筆山。
万本父次
J八奴町人の家訓と気質」(宮本又次総『大阪の例究』第二一巻
i
一九六九、治文堂)一一一一一頁。
8
大坂町人の特質の一っとして金銭的合理定義をあげられたのは宮本又次氏である(梅淡・脇
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作送、前倒開設、一一一一災脇田氏執祭)。
協悶修「懐徳蛍の肢がん的背糸」(前畑向『大阪の学問』所収)コ二‘及。
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例えば川島武匁『日本人 法意識』(一九六七、滋波新設)二ハ頁。
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日川島、前抑制議、二ハ真。ロ『明治文化全集』第八巻(一九二九、日本一静論社)解題、四頁。日明治初年に「権利」ということばがよく用いられるようになったのは、
アメワカ人ウィリアム・マーチンがホィ
1トンの限際法を淡訳して『万悶
公法』の名で一八六四年に消閑で刊行し、それを俊応元年に隠成所が邦訳し、そのなかに「権利」ということばが用いられたのにはじまるとされている(渡部万蔵『現行法律認の史的考察』
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一九一一…
0、万思閣議一段
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五六頁。
なお、前回疋治有権 』と『権利』党え諮」
i『法と政治』第一一五号第一一一­
問ロマ
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二六
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九叉参照)。このマ
iチンの淡訳本と開成所の邦訳について、
凶は吋万国公法』の凡例のなか つ:::そはいとも好本たるは論な待す。
:されと其惑のもと初学の為にとてものせるにはあらて:・・・」と評価し、
初学のもののためにブィセリソングの著者合訳す だ、とのべている(前婦、『明治文化ふ応策』第八巻、…七資
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『楽本鋤雲母稲』(一九州問…一一、鎌倉笠岡山)一一二ハ
i七真。『昨出窓追録』の立
義を一ばんはじめに説かれたのは中間蒸氏ではないかと思う(吋法制史論集』第一一 巻
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…九四一一一、岩波設店、
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水間義雄『西欧法事始』(一九六七、成文堂)一一…五
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lの編纂事業と茶の草案』(可司法
資料』別附第二一号
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…九回関)一一
O賞。野間良之「明治初年におけるフ
ランス法の研究」(『日仏法学』第一冷
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一九六一、日仏法学会)二九一一一
。真。
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川山法首会『司法制限不出火』(一九一一…九)一七賞。口五年五月二十九日火山学南校から文部省へ提出されたす〈設につぎのような指摘があったことはきわめて興味深い。
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用された『京大五十年史』上、二四二支の叙述)。日ω『明治文化全集』第二ハ滋(一九二八、日本評論社)…一一問七六二瓦。沿ぉ、総渓芥『お一履い外間人』( 九六五、日経新設)には明治去年から十八年までの悶籍別分布が示してある(一 一
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七支)。
川口『太政類組ハ』第二編(同点公文護館、リ
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幻『太政類曲ど第二一総(悶立公文書館、リ!ル三四番、幻『太政類 (』第二編第七六巻ご一一。口一九七五、小学館、三九七一氏。μ成糊財産器製薬一口ご(一八七九、大坂上等裁判所蔵版)。お和島山辛口・安協敬作・森際源太郎「大阪弁護士会」 『法市川百年史』九六九、法務公論社)には、一之滅、藤林も問問法祭第一期と脅かれている(六九五一気)、司法翁の『竿校係書類』には、そ 名が見えない(手塚、
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刊日大阪弁護士会、前掲設、六一六賞。刑判中市リ村山筒栄については、彼本又次豆人間以人物計官(…九六
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回線号外』昭和四年一二月二十八日、
.ムヘ真。
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ブ辞書』の
a
から
zまでそろったものが、抑制井県立大抑制高等学校に
あると、文学部の総渓教授に教えていただいた。早速ミ同町間合のべ
l
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ピーして送っていただくよう同高等学校教頭天野俊也氏にお願いした。それから間もなく 大野市は、周知のように記録的変震に襲われた。コピ
i
は、
当然、なかなか けなかった。非礼を申しわけなく思って たところ、原稿〆切の直前に待望のコピーがとどいた。ヅ
i
フだけでなく枝川市
周の『和問辞公』や大野務主広間滋認の『増補改正訳鍵』のコピ
iまで同封
して送っていただいた。それらによると『増補改疋訳鍵』が一ばんくわしく、25m合二子にも「訟決」・「政成」・「公布三「誠実」・「側方」・「裁判所」・「同法」・「法律」・「政法」 どいくつかの訳がついていた。やはり「権利」あるいはそれに類する訳語はみることができなかったが 闘学を通じて、一歩づっ沼洋法学に近づきつつあった幕末の学問のこと しのばれ 豪雪の宮おろしの合間にコピーか』とってお送りいただいた天野先生に浮く御礼申しあげる。はじめに適強所蔵の『ヅ
i
ブ辞典』から
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ロやお聞けのところを筆写
したところが、なかなか読み下せなく 苦労した。オランダ認の知識が皆無であるわたくしにはあたりまえのことであるが、そんなわたくしに言語文化部の永的大典氏が、親切に読み方を教え くだすっ 。氷，的先生にも浮く御礼申しあげる。
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